
 

黒
字
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

市
税
や
地
方
交
付
税
が
、
当
初
予

算
額
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
。 

 

同
時
に
、
こ
の
間
の
ゆ
う
ゆ
う

バ
ス
削
減
、
高
齢
者
の
が
ん
検
診

有
料
化
、
交
通
専
従
員
廃
止
な
ど

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
、
職
員
の

削
減
も
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、「
基
金
を
た
め

こ
む
の
で
は
な
く
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
交
野
を
つ
く
る
た
め
に
財

源
を
使
う
べ
き
」
と
求
め
て
い
ま

す
。 

 中 上 さち子 
８９３－６７８５ 

さかの光 雄 
８９３－１０８３ 

さらがい ふみ 
８９４－２８３５ 
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交
野
市
の
平
成
２３
年
度
決
算

は
、
実
質
収
支
額
が
２
億
９
３
７

１
万
５
千
円
の
黒
字
と
な
り
、
市

の
基
金(

積
立
金)

も
８
７
０
０
万

円
積
み
増
し
、
３４
億
１
２
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■各年度の黒字額 
年度 
(平成) 

金 額 

23年 2億 9372万円 

22年 1億 8029万円 

21年 2億 7007万円 

20年 1億 2280万円 

19年 5305 万円 

 

 

現
在
の
２
つ
の
給
食

セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
が

す
す
ん
で
い
る
た
め
、
平

成
２７
年
度
中
の
完
成
を

め
ざ
し
て
、
新
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
準
備
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

「
学
校
給
食
衛
生
管
理

基
準
」
に
準
拠
し
た
ド
ラ

イ
シ
ス
テ
ム
方
式
と
し
、

厨
房
機
器
の
充
実
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
（
除

去
食
）
の
提
供
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
あ
た
り
、 

①
レ
ト
ル
ト
・
加
工
食
品
の
使
用
を
減
ら
し
、

手
作
り
に
近
づ
け
る
こ
と
。 

②
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
、
除
去
食
に
加
え
、
部

分
的
な
代
替
食
の
提
供
も
検
討
す
る
こ
と
。 

③
食
器
具
は
、
現
在
の
先
割
れ
ス
プ
ー
ン
を
や

め
、
箸
と
丸
ス
プ
ー
ン
を
導
入
す
る
こ
と
。 

④
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
生
ご
み
の
堆
肥
化
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
、
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。 

交野市財政健全化判断比率                     （単位：％） 

区分 
交野市の比率 国の 

早期健全化基準 
国の 

財政再生基準 H19 年 H20 年 H21 年 H22 年 H23 年 

実質赤字比率 ― ― ― ― ― 12.87～12.91 20.0  

連結実質赤字比率 ― ― ― ― ― 17.87～17.91 35.0～40.0 

実質公債費比率 14.7 15.5 16.2 16.6 16.6 25.0  35.0  

将来負担比率 333.6 323.6 304.5 277.0 258.4 350.0    

●実質赤字額、連結実質赤字額がないため、比率は「―」と表示。 

●将来負担比率には、財政再生基準はありません。 

（単位：億円） 

(年度) 

４
月
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
さ
れ
て
い
る
移
送
サ
ー
ビ
ス

は
高
齢
者
・
障
が
い
者
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
改
善

を
求
め
る
声
が
あ
り
次
の
点
を
市
福
祉
部
に
要
望
し
ま
し
た
。 

   

利
用
対
象
は
「
要
支
援
・
要
介

護
」
認
定
者
、
身
体
障
が
い
者
手

帳
保
持
者
で
、
さ
ら
に
「
一
人
で

外
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
」
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
杖
な
ど
を
使

え
ば
自
分
で
歩
け
る
人
は
利
用
対

象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

療
育
・
精
神
障
が
い
者
を
含
め
、

す
べ
て
の
障
が
い
者
を
利
用
対
象

に
す
べ
き
で
す
。 

利
用
目
的
の
ほ
と
ん
ど
は
通
院

で
す
が
、
希
望
者
が
い
っ
ぱ
い
で

断
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
利

用
者
（
８
月
末
登
録
７７
人
）
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
も
っ
と

利
用
し
た
い
と
の
声
に
応
え
る
に

は
増
車
な
ど
、
事
業
の
拡
大
が
必

要
で
す
。 

【
要
望
】
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
社
協

事
業
で
す
が
、
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
縮

小
後
の
高
齢
者･

障
が
い
者
の
外

出
支
援
の
受
け
皿
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
市
は
積
極
的
に
財
政
支

援
を
行
な
う
べ
き
で
す
。 

介
助
者
の
同
乗
が
条
件
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
介
助
者
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
場
合
に
は
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
一
律
に
、
介
助
者
同

乗
を
条
件
と
せ
ず
利
用
者
の
状
態

に
合
わ
せ
る
べ
き
で
す
。 

◆利用時間⇒午前９時半～午後４時半 
（午前・午後１回づつ車２台で運行） 

◆利用料 ⇒市内往復 600円 片道 300円 
      市外往復 800円 片道 400円 
◆利用回数⇒月 2回まで 
◆申し込み⇒登録後、利用の際にも申請が必要 

 

有償移送サービス事業 

介
助
者
の
同
乗
条
件
は
柔
軟
に 

利
用
回
数
は
月
２
回
以
上
に 

移送サービス用の軽自動車 

障
が
い
者
す
べ
て
を
利
用
対
象
に 


